
学校教育目標
人権尊重の精神を基本とし、心身共に健康で、広く国際社会

において信頼され、貢献できる人間性豊かな児童の育成を目指
し次の目標を設定します。

みんな考えて
（自ら考え創造する喜びをもつ個性豊かな子供）

みんななかよく
（思いやりの心と広い視野をもって行動する子供）

みんな元気に
（明朗で心身ともに健康な子供）

＜教育目標を達成するための学校経営理念＞
○児童のための学校であることを原点とします。
○義務教育であること、生涯学習の基礎づくりであることを踏まえます。
○教育活動の公開を原則とし、説明責任を果たします。
○本校に関係する人すべての知恵と力を結集して学校を創造します。
○学校外部からの評価を積極的に受け、充実・改善に努めます。
○人・言葉・音・音楽・時間・物を大切にします。
○児童の心に潤いを与えるため、歌声と音楽が溢れるようにします。
○人的教育環境の充実のため、教職員の健康管理に万全を期しています。

文成小学校の教育

朝の始まりの活動を大切にしています
○週３回「朝読書」を実施しています。保護者による読み聞かせ、

図書ボランティアによるサポート活動も随時行っています。

基礎学習の時間・午後学習の時間を設定しています
○反復することで身に付く基礎的な学習、漢字の読み書きの練習や

音読、朗読及び計算練習などを毎日１０分間継続しています。
○午後学習として個に応じた補充学習を行っています。

道徳授業の充実を図っています
○道徳授業地区公開講座を実施し、保護者や地域の皆さんとともに

児童の道徳性向上を目指す機会を設けています。また、自らの生
き方に問題意識をもてるように授業を工夫し、公開しています。

異年齢集団活動を重視しています
○縦割り班遊びや交流給食を定期的に行っています。
○縦割り班での活動を生かした全校遠足を実施しています。

体力づくりに取り組んでいます
○水曜日の体育朝会の他、一学期に運動会、親子スポーツテスト、

二学期 に校内水泳記録会、三学期にﾏﾗｿﾝ大会を実施しています。

音楽を通して情操を育んでいます
○音楽朝会(月 2 回）・音楽会(毎年）を実施しています。

文成小の特色ある時間割
登校時間 ８：１５～８：２０

月 火 水 木 金
朝の活動 全校朝会 読書 体育朝会・児童集会・音楽朝会 読書 読書

１ ８：４５～ ９：３０
２ ９：３５～１０：２０

中休み １０：２０～１０：４０
基礎学習 １０：４０～１０：５０

３ １０：５０～１１：３５
４ １１：４０～１２：２５

給 食 １２：２５～１３：１０
昼休み 13:10 ～ 13:25 水曜日のみ 13:10 ～ 13:25
清 掃 13:25 ～ 13:40 13:10 ～ 13:20 13:25 ～ 13:40

５ 13:45 ～ 14:30 13:25 ～ 14:10 13:45 ～ 14:30
６・午後学習 14:35 ～ 15:20 14:35 ～ 15:20
午後学習 15:30 ～ 15:45 15:30 ～ 15:45

子供たちとのかかわりの場を工夫しています
○子供と教師の信頼関係や学級集団の望ましい人間関係を築

くために隔週金曜日に｢みんなで遊ぶ日｣を設定しています。

子供たちの相談の場を設けています
○心配や悩みを抱えている児童のために、全教員による「ニ

コニコ相談室」を一年を通して放課後に開いています。

研究を通して授業の改善・充実を図っています
○新学習指導要領に準拠した算数の学習の充実を図っています。

開かれた学校づくりに取り組んでいます
○年３回の学校参観週間・保護者や地域の皆様が参加しやすい土曜

授業参観・土曜日の保護者会・学校行事を行っています。
○運動会・音楽会・展覧会はもとより、サイエンスフェスタ・文成

まつりなど、多くの教育活動を公開しています。
○近隣幼稚園・保育園の保護者の参観機会を多く設けています。

土曜教室を実施してています
○土曜日の午前中に、個に応じた補習を年間三回行っています。
本年度は特別授業として「書の教室」を行います。

理科教育の重視
○年間通して理科指導の専門家の招へい

大学・地域企業との連携
立教大学理学部・日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ CSRｸﾞﾙｰﾌ

歴 代 校 長

１ 28. 5.15 木下 正男 10 2. 4. 1 辰嶋 さよ
２ 33. 4. 1 大野茂三郎 11 5. 4. 1 荒井 勇雄
３ 37. 4. 1 加藤 徳 12 8. 4. 1 木下 洋子
４ 43. 4. 1 北原 亮 13 11. 4. 1 中曽根良二
５ 47. 4. 1 山崎 祐治 14 12.12.16 西島 興藏
６ 52. 4. 1 高増日出一 15 16. 4. 1 下田 康信
７ 55. 4. 1 志村 勲 16 18. 4. 1 日下部弘之
８ 59. 4. 1 納田新八郎 17 21.４.１ 今 直樹
９ 62.４.１ 服部 昭

校名の由来

文化大成より生まれ「五彩文を成す」の意味をもつ。
錦は、色とりどりの無数の彩糸によって織り上げられる。

生き生きと伸びてやまない一人一人の児童と職員は、錦の
織り手である。

それぞれの個性を培い、温かく励まし合いつつ、教育目
標に向かって 創造の道を切り開いて進む学校。これが文成
小学校創立の理想とされている。

特色ある教育活動 学習活動

平成二十二年度

校内研究
研究主題

学ぶ楽しさを感じ 進んで考え 深め合う子
～算数科を通して～

校章の由来

柏葉の間に飛びだしているのが根であり、真ん中に文成の名前が入っている
四角い枠が幹である。

これから大きく伸びて行き、将来、日本中、世界中に枝葉を伸ばして欲しい
という願いを表している。
（柏の葉は譲り葉であり、代々続いて絶えることがない大変縁起の良いもので
ある。）

特色ある教育活動 心のつながり

特色ある教育活動 教育環境

平成二十二年度
みらいチャレンジスクール指定校

選択課題 「学力の向上」

平成二十二年度
東京都教師塾事業 教師養成指定校


